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動 物 観 察 の注 意 点 

 音や動作などで動物を驚かせないように観察する。 

（気づかれないのが一番） 

 他の見学者に迷惑をかけないように観察する。 

 動物に手など出さないよう、安全に注意して観察する。 

 立ち入り禁止の場所・区域には入らないこと。 

 双眼鏡などで拡大して見ると良い。(太陽は見ないこと) 

 スケッチや写真を残すと良い。（特徴をとらえたスケッチ

が一番） 

なまえ

どうぶつクイズのヒント

Q1 体長 100～150cm、体高 70cm、
尾長 3～7cm、体重 25～65kg。

Q2 ツキノワグマは、木に登り、枝をたぐり寄せ
て実を食べるので、折れた枝の固まりが木の
上で棚状になっています。

Q3 年中暑い所にいるものは、冬眠しません。
マレーグマは赤道直下の所にいます。

Q4 標高 1800～2700mの山間部にいます。
木登りが得意です。

Q5 日本には、エゾヒグマとニッポンツキノワグ
マが生息しています。

本園エリアに展示しています

分布・生息地
ヒ グ マ …ヨーロッパ西部、北極圏からシベリア東部、
　　　　   ヒマラヤまでの森林
ニッポンツキノワグマ…日本（主に本州）の森林や
　　　　　　　　　　  低木地帯
メガネグマ…南米、ベネズエラ西部からボリビアの
　　　　　　アンデス、湿潤の森林
マレーグマ…東南アジアの森林

東山動植物園で与えているクマのエサ

ＩＵＣＮ（国際自然保護連合）によるレッドリストのランク

ツキノワグマ・メガネグマ・マレーグマ

ヒグマ
ＶＵ（絶滅危惧Ⅱ類）
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●●●●●●●どうぶつクイズ
Q1　次の 3頭のうち、世界最小のクマはどれ？

①　ツキノワグマ

②　メガネグマ

③　マレーグマ

Q2　ツキノワグマが樹上で木の実を食べた痕の
　　ことを何と言う？

A1 A3A2 A4 A5

①　クマ椅子

②　クマ棚

③　クマ机

Q3　次の 3頭のうち、冬眠をしないものはどれ？
①　ツキノワグマ　　

②　ヒグマ　　

③　マレーグマ

Q4　次の 3頭のうち、南半球の高山にすんでいる
　　ものはどれ？

①　マレーグマ

②　メガネグマ

③　ツキノワグマ

Q5　日本に生息するクマは何種類いる？
①　1種類

②　2種類

③　3種類

かんさつノート

・体の色は？

・体の特徴は？

・何をしていることが多い？

観察日：　　　年　　　月　　　日

（※看板やボードで個体の紹介をしていることもあるよ）

全体をスケッチしてみよう！

東山動植物園の動物に注目してみよう！

気づいたことを書いてね！

体長 150～240cm、体重 110～380kg。
がっしりとした頑丈な体格を誇り、頭骨が大きく肩も盛
り上がっている。ヒグマは栄養状態によって生じる個体
差が非常に顕著で、大きなものでは 500kg を超すものも
いる。
日本では北海道にエゾヒグマが生息しているが、環境省
のレッドリストで「絶滅のおそれのある地域個体群」に
指定されている。

食べ物
雑食性。地域によって採取できる植物・動物の種類に差
はあるが、果実・木の芽・魚・昆虫・小型ほ乳類などを
食べる。

クマを知る
ヒグマ

体長 110～150cm、体重 40～150kg。
全身は黒い体毛で覆われる。咽頭部の毛は白く、三日月
状に見えることが和名の由来になっている。
日本の固有種であるニッポンツキノワグマは、環境省の
レッドリストで「絶滅のおそれのある地域個体群」に指
定されている。

ニッポンツキノワグマ

体長 120～200cm､体重オス 130～200kg､メス 35～65kg。
全身は黒や褐色の体毛で覆われる。目の周囲に白や淡黄
色の斑紋が入り、個体によってはメガネのように見える
ことが名前の由来となっている。
生息数　5,000～30,000 頭（IUCN　2015 年）

メガネグマ

体長 100～150cm、体重 25～65kg。
クマの中で最も小さい種類。全身は黒く光沢のある短い
体毛で覆われる。胸部に明るい淡白色の三日月状の模様
があり、“Sun bear”（太陽熊の意）の名前を持つ。
生息数　1万頭以下（IUCN　2015 年）

マレーグマ

Ursus arctos

Ursus thibetanus japonicus

Tremarctos ornatus

Helarctos malayanus
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